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徳之島井之川方言の文法

内間直仁

tatJun（立つ）？ikjun（行く

示すと，次のようになる。なお，

接する形式をく〉に入れて示す。

)を例にとって

各活用形に後

動詞の活用

1.活用の構造

井之川方言の動詞の活用を，kakjun（書く）

志向形 ｋａｋａ

(書こう）

kaka〈、〉

(書かない）

kakiXjo〉

(書けよ）

ｋａｋさ

（書け）

kaki〈na〉

(書くな）

kaki〈tlahan〉

（書きたい）

ｋａｋｉ

（書く）

kakjuri

（書く）

ｋａｋｊｕｎ

（書く）

kakjun〈U7u〉

（書く人）

kakjuru

（書く）

kakju〈ｍＩ〉

（書くか）

?ｉｋｊａ

(行こう）

７ｉｋｊａ〈ｎ〉

(行かない）

７ｉｋｉＸｊｏ〉

(行けよ）

？ｉｋｅ

(行け）

７ｉｋｉ〈na〉

(行くな）

７ｉｋｉ〈tJahan〉

(行きたい）

？ｉｋｉ

（行く）

？ikjuri

(行く）

？ikjun

（行く）

７ikjun〈Ｕ?u〉

（行く人）

７ｉｋｊｕｒｕ

（行く）

７ｉｋｊｕ〈ｍＩ〉

（行くか）

ｔａｔａ

(立とう）

tatａ〈、〉

(立たない）

tatｉ〈ｊｏ〉

（立てよ）

ｔａｔ６

(立て）

tatJi〈ｎａ〉

(立つな）

tatsiXuahan〉

（立ちたい）

tatsI

(立つ）

tatJuri

(立つ）

tatlun

（立つ）

tabjun〈hl?u〉

（立つ人）

tatJuru

（立つ）

tahIu〈ｍＩ〉

（立つか）

未然形

命令形，

命令形２

禁止形

連用形

終止形，

終止形２

終止形３

連体形

係結形

準体形

－６８－
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？ｉｄｚｌ

(行って）

？ｉｄｚＩｋａ

(行けば）

接続形 katsI

(書いて）

katsIka

(書けば）

ｔａｔｔｓｌ

(立って）

tattsIka

(立てば）

条件形

部が複合したもので，そういう接尾形式のなに

も複合していない基本語幹とは区別される。

基本語幹においては，（甲）と（乙）は？i－

ｋｊｕｎ（行く）の語幹で区別され，（乙）と（

丙）はtatJun（立つ）の語幹で区別される。

但し，これらの区別は単なる音環境による語幹

末尾音の交替によるものと解される。

このように井之川方言の動詞の活用は，根本

的には三種の語幹（基本語幹，派生語幹，音便

語幹）に諸種の語尾が結合して成立していると

みることができる。

２．活用の分類

井之川方言の動詞の活用を，その語幹の末尾

構造で分類すると，次のようになる。Ｃは子音

Ｖは母音，Ｓは半母音を表わす。

基本語幹
一一一一一

（甲)(乙)(丙）派生語幹音便語幹

第Ｉ類ＣＣＣＣＳＶＣ

(規則活用）

第Ｉ類ＣＳＣＣＣＳＶＣ

(規則活用）

第Ⅲ類ＣＳＣＣＣＳＶＣＶＣ

(準規則活用）

第Ⅳ類ＶＣＶＣＶＣＶ、ＶＣ

（不規則活用）

第Ｖ類ｋｋｋｋｊｕｔｓ？

（不規則活用）

上記の活用形を語幹と語尾に分ける。その結

果，下記に示すように，語幹としては「基本語

幹」「派生語幹」「音便語幹」の三種が認めら

れる。基本語幹は，さらにまた「基本語幹（甲

）」「基本語幹（乙）」「基本語幹（丙）」に

分けられる。

基本語幹（甲）

志向形ｋａｋ－ａｔａｔ－ａ？ｉｋｊ－ａ

未然形ｋａｋ－ａｔａｔ－ａ？ｉｋｊ－ａ

基本語幹（乙）

命令形，ｋａｋ－ｉｔａｔ－ｆ？ｉｋ－Ｉ

命令形２ｋａｋ－６ｔａｔ－ｅ７ｉｋ－６

基本語幹（丙）

禁止形ｋａｋ－ｉｔａｔＪ－ｉ？ｉｋ－ｉ

連用形ｋａｋ－ｉｔａｔｓ－ｉｒ７ｉｋ－ｉ

終止形，ｋａｋ－ｉｔａｔｓ－Ｉ７ｉｋ－ｉ

派生語幹

終止形２kakju-ritatJu-ri7ikju-ri

終止形３ｋａｋｊｕ－ｎｔａｔＪｕ－ｎ７ｉｋｊｕ－ｎ

連体形ｋａｋｊｕ－ｎｔａｔＪｕ－ｎ７ｉｋｊｕ－ｎ

係結形kakju-rutatJu-ru？ikju-ru

準体形ｋａｋｊｕ－tatJu-？ikju-

音便語幹

接続形kats-Itatts-I？idz-I

条件形kats-Ikatatts-Ika？idz-Ika

この分析からもわかるように，基本語幹・派

生語幹・音便語幹の三者は明確に区分される。

通時的にも派生語幹は連用形ｋａｋｉ（書き）に

ｗｕｒｉ（居り）のｗｕ－が複合したものであり，

音便語幹はkakite（書きて）のｔｅ（て）の－

第Ｉ類から第Ⅳ類までの活用は，語幹末尾に

あらわれる具体的な音によって，さらに次のよ

－６９－
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第Ⅲ類１７』？？？jｕ７its

２ｎｊｎｎｎｊｕｎＩｔｓ

第Ⅳ類イｗｕｒｗｕｒｗｕｒｗｕｗｕｔ

ロ？ａｒ△？ａｒ ７ａ ？ａｔ

第Ｖ類に属する動詞はｋｊｕｎ（来る）１語で，

それの基本語幹は，志向形。未然形・命令形で

特殊語尾と結合する。従って，その語幹も他と

区別して第Ｖ類として位置づけた。

△印はその形がうに下位分類される。なお，

「ない」という意を表わす。

基本語幹
一一一

（甲）（乙）(丙）ｊｌｉ

富Ｉ類１ｋｋｋ

幹繍
帖
血
帖
８
幅
ｄ
ｄ
ｔ
蛤
叱
ｔ
ｔ

土
日

派生語幹

第

ノ
イ
ロ

イ
１
ロ

イ
ー
ロ

可
上
、
二
ｑ
Ｊ
。
。
刈
乏
区
』
Ｒ
ｕ
勺
Ｉ
ワ
ー
刃
上
ワ
ム
ｏ
色

類
類

ｋｊｕ

ｇｊｕ

ｊｕ

Ｊｕ

ｔＪｕ

ｂｊｕ

ｍＪｕ

ｒｕ

ｒｕ

ｋｊｕ

Ｊｕ

Ｊｕ

ｇｇｇ

ＳＳＳ

ＳＳＳ

ｔｔｔｓ

ｂｂｂ

ｍｍｍ

ｒｒｒ

ｒｒｒ

ｋｊｋｋ

Ｊ

Ｊ

３．活用表

以上の分類に基いて，井之川方言の動詞の活

用表を示すと，第１表の通りとなる。

表以外で調査しえた動詞の活用も示すと，次

の通り。なお，各動詞にはそれぞれが属して活

用する分類番号も付しておく。各動詞の前につ

けた（１．２）（１．５）等の数字がそれである。

第Ｈ

(１．５）包む

ｔｓ?Ｉｍｂａ

ｔｓ?Ｉｍｂａ

ｔｓ７ＩｍｂＩ

ｔｓ７Ｉｍｂｅ

ｔｓ?Ｉｍｂｉ

ｔｓ?Ｉｍｂｉ

ｔｓ７Ｉｍｂｉ

ｔｓ?Imbjuri

ts?Imbjun

ts7Imbjun

ts?Ｉｍｂｊｕｒｕ

ｔｓ７Ｉｍｂｊｕ

ｔｓ７Ｉｎｄｉ

ｔｓ７Ｉｎｄｉｋａ

(1.5）眠る

ｎＩｍｂａ

ｎＩｍｂａ

ｎＩｍｂＩ

ｎｌｍｂ６

ｎＩｍｂｉ

ｎＩｍｂｉ

ｎＩｍｂｉ

ｎｌｍｂｊｕｒｉ

ｎＩｍｂｊｕｎ

ｎＩｍｂｊｕｎ

ｎＩｍｂｊｕｒｕ

ｎＩｍｂｊｕ

ｎＩｎｄｉ

ｎＩｎｄｉｋａ

(Ｌ帥）死ぬ

ｍｏｘｒｌｓａ

ｍｏｘｒｌｓａ

●●●

ｍｏＸｒｌｓｌ

ｍｏＸｒｌｓｅ

Ｂ●c

ｍｏｘｌＰ１ｓｌ

ｍｏＸｒｉｓｌ

。●●

moXrls1

moXriJuri

moXriJun

moXriJun

moZriJuru

moZriJu

。●●

ｍｏＺｒｌｓ１

ｍｏｚｒｉｓｌｋａ

(１．２）結ぶ

ｋ?ｕＯｇａ

ｋ?hDga

k?ｕＯｇＩ

ｈｏｇ６

敗Ｏｇｉ

ｋ?ｕＤｇｉ

ｋ７ｕＯｇｉ

ｋ７ｕＯｇｊｕｒｉ

ｋ?ｕＯｇｊｕｎ

Ｋ７ｕＯｇｊｕｎ

ｋ７ｕＯｇｊｕｒｕ

ｋ７ｕＯｇｊｕ

ｋ７ｕｎｄｚｉ

Ｒ?undzIka

１
２

１
２
３

形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形
形

向
然
令
令
止
用
止
止
止
体
結
体
続
件

志
未
命
命
禁
連
終
終
終
連
係
準
接
条

(１．７ィ）呼ぶ

？ａｂＩｒａ

(1.7ィ）刈る

ｋａｒａ

(１．６）食う

ｋａｍａ

(１．５）被る

ｋａｍｂａ志向形

－７０－
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１
２

１
２
３

形
形
形
形
形
形
形
形
形
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ｋ?ｉｂａｒａ
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ｋ７ｉｂａｒ６

（１．７ィ）上げる

７ａｇＩｒａ

７ａｇｌｒａ

７ａｇｉｒｒｌ

７ａｇｌｒｅ

(1.7ィ）受ける

７ｕｋＩｒａ

？uｋＩｒａ

７ｕｋＩｒＩ

７ｕｋｌｒ６

志向形

未然形

命令形，

命令形２
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ｎＩｔｓｌｋａ

４．活用形の用例

以下，各活用形の用例を示す。また,kakjun

（書く）を例にとって，各活用形の成立過程に

ついてもふれる。

７jａＸｊａｋａｔｓＩｍａｗａｊａｋａｋａｎ（君は書

いても，私は書かない）

ｗａｎｊａｓａｘｎ（私はしない。Ｓａｘは短音化

してｓａとなる場合もある）

７iＺｊａｓａＸｎ（言いはしない）

ｍＩｄｚＩｔｂｊｕｎｕｍａｎ（水さえのまない）

ｔｕｒａｎｔｓＩ７ｉｈ｢ａｎ（取らないといった）

ｗａｎｊａ？ｗＩｘｒａｎ（私は起きない）

sIgutusIXkara？iｋｊａｎｄｅ（仕事をしたら

いけないぞ）

ｗａｎｊａ？arojan（私は洗わない）

７jａＸｍｍａｋｏＸｊａｎＪｅ（君も買わないか）

tｊ７ｈｊａｗｕｒａｎ（人は居ない）

ｗａｎｊａｋｕｘｎ（私は来ない。kuXはｋｕと

短音化する場合もある）

ｎａｎｔａｇｅｎａｍａｔｔｓＩｍｂａｋｕＸｎ（今まで待

っても来ない）

(ﾛ）ｄａ（ない，否定）に接する。ｄａはｚＵｔｅ－

ａｒｕ（ずてある）から成立したものであろう。

kuriwakaradatikanuZwakaruDga（こ

れがわからなくてなにがわかるか）

ｎＩｔＪａＸｓｌｇａｗａｋａｒａｄａｔａｎ（見たけれど

もわからなかった）

７aｒｉｊａｋｕＺｄａｔａｎ（彼は来なかった）

ｊｕｒｕｎｔａｎａｋｕｘｄａｔａｎ（夜まで来なかっ

た）

し､）未然形そのままの形で否定を表わす場合も

ム基本語幹を含む活用形

(1)志向形

付）話し手の行為に関して言う時は，「話し手

の意志」を表わす。

ｗａｍｍａｋａｋａ（私も書こう）

ｗａｍｍａｍａｄｚｌｎｎａｋａｍａ（私も一緒に食べ

よう）

(ﾛ）聞き手に関して言う時は，「勧誘」を表わ

す。

madzInnadzlZkakade（一緒に字を書こ

う）

madzifnnasax（一緒にしよう）

madzlnna？wIXra（一緒に起きよう）

madzInna7aroja（一緒に洗おう）

madzInnakuX（一緒に来よう）

ｗａｌｄｑａＸｊａＸｋａｂＩｉ７ｉｋｊａ（私達の家に行こ

う）

志向形ｋａｋａ（書こう）はｋａｋａ（書か）から

成立している。共通語のいわゆる未然形にあた

る形がそのまま志向形としても用いられている。

(2)未然形

(ｲ）、（ない，否定）に接する。
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未然形ｋａｋａ（書か）はそのままｋａｋａ（書

か）から成立している。

(3)命令形，

比較的やわらかな調子の命令を表わす。

７jａＸｋａｋｉｊｏ（君書きなさいよ）

ｓＩｇｕｔｕｓＩ（仕事をしなさい）

７uｊａｎｕ７ｊｕＯｇａｎＩｓｌｓＩ（親の言うように

しなさい）

ｎａｚ７ｗｌＸｒｉ（もう起きなさい）

７jａｘｊｏｘｊｕｘｋａＯｇＭｊｏＺ（君はね，よく

考えなさいよ）…

ｋｕｒｉ？aroi（これ洗いなさい）

ｋａＯｋｕＺ（ここへ来なさい）

ｗａｍｍａ？ｉｋｊｕＯｋＩ？jａｍｍａｋｕＺ（私も行

くから君も来い）

命令形，ｋａｋＩ（書け）はｋａｋｅ（書け）か

ら成立している。

(4)命令形２

比較的強い調子の命令を表わす。語尾の６は

exと長音化する場合もある。もとは長音であっ

たのが短音化したものと解される。一般に井之

川方言では，他の方言では長音であるところを

短音化する場合が多い。話者の内省によれば，

命令形２は比較的新しく成立したもののようで

ある。

ｄｚＩＸｋａｋｅ（字を書け）

dzIxkatsuuk6（字を書いておれ）

ｎａＺ？wlXr6（もう起きなさい）

kuri7aroe（これを洗え）

命令形２は命令形，にｗａ（は）またはｊａ

（は）が複合して成立したものであると解され

る。たとえば，ｋａｋ６（書けは）またはkakIja

（書けは）から成立している。

(5)禁止形

禁止を表わす。

ある。あるいは否定の、（ない）ｄａ（ない）

が脱落したものかもしれない。

？ａｒｉｍａｓａＸｍｕｎ（ありもしない）

？iｋｉ７ａｒａｊａｚ（行かないね）

７ａｒａｍｕｎ？iＺｎａ（なし、ものいうな。うそつ

くな）

jumIDkjanltsa7arakaja（夢などみたの

ではないかしら）

７iｋｉ７ａｒａｊａｘ（行かないね）の用例からも

わかるように，井之川方言では？aｎ（有る）の

未然形？araで否定を表わす場合がある。

(=）ｓｕｎ（せる，使役）run（れる，受身・可

能）に接する。

？uｔｔｕｎｉｄｚＩＸｋａｋａｓｕｎ（弟に字を書かせ

る）

tJ?ｈｎｎｉｋａｋａｓａ（人に書かそう）

ｋ?wax？ｗＩＸｒａｓｕｎ（子供を起こさせる）

ｋ７ｗａＸｎｉ？arojasun（子供に洗わせる）

ｋ?wａＸｋａＯｋｕＺＪｕｎ（子供をここへ来させる）

以上のようにｓｕｎはＪｕｎとも発音され，どち

らで発音しても意味に変化はない。

ｋｕｒＩＪｉｄｚＩＸｋａｋａｒｕｎ（これで字力書ける）

ｗａＸｊａｋａｋａｒｕｎ（私は書くことができる）

？uｒａｊａｄｚＩＺｋａｋａｒｕｎＪｅＸ（あなたは字

が書けますか）

ｄｚＩｘｔｔＪｕｋａｋａｒａｎ（字さえかかれない）

ｗｕｎａｇｕｎｕｓａＺｒｕｍｍｕｎ？jａＸｊａｎｕｇａ

ｓａＸｒａｎ（女ができるものを君はどうしてで

きないか）

？aｇａｓａｍｂｅｊａｗａｍｍａｓａＺｒｕｎ（あれぐ

らいは私もできる）

tJ?ｕｎｉｔａｍｂａｒｕｎ（人に頼まれる）

ｗａｒｅｎｉｎｔａｎａｗａｒｏｊａｒｕｎ（子供にまで

笑われる）

７ｉｎｎｉｋ?ｗａｔｔａｎ（犬にかまれた）
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ｋｕｎｎａｄｚｌＺｋａｋｉｎａ（ここに字を書くな）

？jａＸｊａｋａｋｉｎａ（君は書くな）

ｓＩｇｕｔｕｓＩＸｎａ（仕事をするな）

tj7hXnumunturina(人のものをとるな)

ｋｕｓａｔｕｒｉｎａ（草を取るな）
。

？arIdzIXkatJumunnati？ablrina（彼

は字を書いているものならば，呼ぶな）

naxgari？ｗＩｘｒｉｎａ（まだ起きるな）

ｋｕｒＷａｒｏｉｎａ（これを洗うな）

７aｒａｍｕｎ７ｉＺｎａ（うそつくな）

ｋａＯｋｉＸｎａ（ここへ来るな）

禁止形ｋａｋｉｎａ（書くな）のkakiはｋａｋｉ

（書き）から成立している。共通語のいわゆる

連用形に対応する。共通語のいわゆる連用形に

対応する形に禁止のｎａ（な）が接して禁止形を

構成する方言は，奄美・沖繩では比較的少ない。

一方，宮古方言の禁止形は井之川方言と同じ構

造から成立している。

(6)連用形

(ｲ）tJahan（たい，願望）gorohan（にくい，

困難）jassan（やすい，容易）？aｎ（ある）

narun（なる）等へ接する。

ｄｚｌＸｋａｋｉＵａｈａｎｄｅ（字を書きたいなあ）

ｄｚＩＺｊａｋａｋｉｔＪａｈａｎ（字は書きたい）

ｗａＯｇａｋａｋｉｔＪａｈａｎ（私が書きたい）

ｋａｋｉｔＪａｋｕｎｅｎ（書きたくない）

sirgutusIXtJahan（仕事をしたい）

ｎａＺ？wlXritJahan（もう起きたい）

ｋｕｒｉ？aroitJahan（これ洗いたい）

ｋａＯｋｉＸｂｊａｈａｎ（ここへ来たい）

dzIXkakigorohan（字が書きにくい）

ｄｚＩｘｋａｋｉｊａｓｓａｎ（字が書きやすい）

？iki？aｒａｊａ（行かないのだね）

F6ZhatitsIkoinaran（大きくて使えない）

(ﾛ）ｂａ（ない）がついて否定を表わす。

ｗａｎｊａｓｌＸｂａ（私はしない）

ｎｌｘｂａ（煮ない）

ｎＩｘｂａ（見ない）

('リgatJana（ながら）tJag6na（ながら）

ｊａ（は）ｍａ（も）ｂ６ｘ（ばかり）ｇａ（に）

等に接する。

dzIXkakigatJanakaDg6Zrun（字を書きな

がら考える）

kakigatJananabjutan（字を書きながら泣

いていた）

ｎａｘｋａｋｉｇａｔＪａ？ataｎ（もう書きつつあった）

？akkitJag6najumi（歩きながら読む）

ｋａｋｉｊａｓａｎ（書きはしない）

７ｉＺｊａｓａｎ（言いはしない）

ｋａｋｉｍａｓａｎ（書きもしない）

７ａｒｉｍａｓａｘｍｕｎ（ありもしない）

ｋａｋｉｂｅＺｓｕｎ（書きばかりする）

ｋａｋｉｇａ７ｉｋｊｕｎ（書きに行く）

tJ?ｕｎＩｋａｒｉｇａ？id5an（人を迎えに行った）

kakind5oX7atikakibatsI？ｉＸｊａ（書

くのに書かないというか）

連用形ｋａｋｉ（書き）はｋａｋｉ（書き）から成

立している。

（６．１）「ていねい」の派生形式

以上の用例の他に，連用形はまた，jerun

（です，ます）と複合して，次のような「て

いねい」の派生形式を構成する。

ｗａＯｇａｋａｋｅｒｕｎｄｏＸ（私が書きますよ）

kugerun（漕ぎます）HuDgerun（結びます）

kujJerun（殺します）JeXrun（します）

moXriJerun（死にます）taterun(立ちます）

tuberun（飛びます）ｔｓ?umberun(包みます）

nlmberun（眠ります）kamberun（被ります）

jumerun（読みます）kamerun（食べます）

turerun（取ります）karerun（刈ります）

－７６－
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？abIrerun（呼びます）kIrerun（蹴ります）

？wixrerun（起きます)hantirerun（落ちます）

７ukIrerun（受けます）?agIrerun（上げます）

ｋ?ibarerun（働きます）ｋ?irerun（切ります）

７moZrerun（いらっしゃいます）

ｋ?irerun(着ます）jirerun（坐ります）

７ikerun（行きます）warojerun（笑います）

？arojerun（洗います)?umojerun（思います）

koxjerun（買います）？jexrun（言います）

neXrun（見ます）neXrun（煮ます）

wurerun（居ります）？arerun（有ります）

kexrun（来ます）

(7)終止形，

徳之島方言の特徴は，やはりこの終止形，が

普通に用いられているところにある。

kakjun（書く）に例をとれば，禁止形kaki

連用形kaki，終止形，ｋａｋｉは通時的にはとも

にｋａｋｉ（書き）に遡りえる。

終止形，の用例は次の通り。

ｄｚＩＸｋａｋｉｄｅ（字を書くね）

ｓｌｇｕｔｕｓｌ（仕事をする）

ｈａｍａｎａｔｉ？asIbi（浜で遊ぶ）

７akkitJag6najumi（歩きながら読む）

ｗａＯｇａｊｕｍｉｄｏＸ（私が読むぞ）

ｗａＤｇａｔｕｒｉｄｏＺ（私が取るぞ）

７aXtuki7wIXri（朝起きる）

？aｒｉｇａｔｅＸｔｕｎａｒａｂＩｒｉ（彼の高さとくら

べる）

ｋｕｎｔｅＺｋａｒａｈａＸｒｉ（この高さからはかる）

？axtunatJ?hxrinoxrid5awa（あとに－

人だけ残るのか）

ｋｊｕｘｊａｊｕｋｕｒｉ（今日は休む）

ｗａＯｇａｋｉｒｉｄｏＸ（私が切るぞ）

ｗａＯｇａ？iｋｉｄｏＸ（私が行くぞ）

ｋ７ｉｎ？aroi（着物を洗う）

ｗａＯｇａｎＩｘｄｏｚ（私が見るぞ）

ｗａＯ９ａｗｕｒｉｄｏｘ（私が居るぞ）

ｔｅＸｋｏ７ａｒｉｊｏＺ（太鼓があるよ）

ｋａＯｋｉＺ（ここへ来る）

次のように，ｊａ（か，疑問）に１

文をつくる。

ｋａｋｉｊａ（書くのか）

ｋｕｇｉｊａ（漕ぐのか）

ｋｕｓｓＩｊａ（殺すのか）

ｓＩｘｊａ（するのか）

ｔａｔｓｉｊａ（立つのか）

ｋａｍｉｊａ（食べるのか）

ｋ７ｉｂａｒｉｊａ（働くのか）

ｋｌｒｉｊａ（蹴るのか）

?ｗＩＺｒｉｊａ（起きるのか）

hantirija（落ちるのか）

７uklrija（受けるのか）

？agIrija（上げるのか）

ｋ７ｉｒｉｊａ（切るのか）

k?iｒｉｊａ（着るのか）

７ｍｏＺｒｉｊａ（いらっしゃるのか）

ｊｉｒｉｊａ（坐るのか）

７iｋｉｊａ（行くのか）

ｗａｒｏｉｊａ（笑うのか）

ｋｏＸｉｊａ（買うのか）

７aｒｏｉｊａ（洗うのか）

７uｍｏｉｊａ（思うのか）

７iｘｊａ（言うのか）

nＩｘｊａ（煮るのか）

nＩｘｊａ（見るのか）

ｗｕｒｉｊａ（居るのか）

？aｒｉｊａ（あるのか）

ｋｉｘｊａ（来るのか）

に接して疑問
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ｍｕｓｌｋｕｊＪｕｎｄｅ（虫を殺すね）

ｓｌｇｕｔｕＪｕｎｄｏＸ（仕事をするぞ）

sIgutuJun（仕事をする）

ｎａＸｓＩｇｕｔｕｊｕｎＪｅ（もう仕事するのか）

Futariharitarijun（降ったり晴れたり

する）

７id5aritJariJun（行ったり来たりする）

naZjagatitubjunde（もうやがて飛ぶよ）

ｗａＯ９ａｔｕｒｕｎｄｏＺ（私が取るぞ）

ｊｕＸｋ?ibarun（よく働く）

ｈａｋｕｊａｋ?ixslts7hkurun（箱は木で作

る）

ｔｅＸｂ６ＸｒｉｈａＸｒｕｎ（高さばかりはかる）

？axtuki？wIXrun（朝起きる）

ｗａＯｇａ？ikjun（私が行く）

７ujatumadzinna？ikjun（親と一緒に行

く）

７ａｒＩｇａ？ikjuntsI？itsaｎ（彼が行くと言

った）

７ｊａＺｊａ？ikjundoZ？iｋｊａｎｄｏＺ（君は行

くか行かないか）

ｋ?in7arojun（着物を洗う）

ｎｊｕｎｄｏＸ（見るぞ）

７ｕｔｔｕｊａｊａＸｎａＸｗｕｎ（弟は家に居る）

？uttJud5arawared5arajaZtowun（大

人やら子供やらたくさんいる）

７aｒｉｊａｊａＺｎａｗｕｎｄｏｘ（彼は家にいるぞ）

ｋａＯｋｊｕｎ（ここへ来る）

ｎａＸｋｊｕｎＪｅ（もう来るのか）

ｎａｈａｈａｒａｋｊｕｎ（那覇から来る）

？atsakjun（明日来る）

終止形３は，次のようにＪｅ（か）に接して疑

問文をつくる。

ｋａｋｊｕｎＪｅ（書くのか）

ｋｕｇｊｕｎｊｅ（漕ぐのか）

Ａ派生語幹を含む活用形

(8)終止形２

終止形2は通時的には｢連用形十wOri（をり）」

に遡りえる。たとえば，kakjun（書く)はｋａ－

ｋｉｗｏｒｉ（書きおり）から成立している。

終止形２は井之川方言では日常生活の場で比

較的用いられなくなってきているようである。

終止形の調査で，話者から報告されるものは，

ほとんど終止形，，終止形３の形であり，終止

形２も用いられてはいるが，場合によっては，

多少の内省を必要とすることもある。

dzIXkakjuri（字を書く）

ｄｚｉｘｊａｋａｋｊｕｒｉｈｏｎｊａｊｕｍｊｕｒｉＦｕｓｕｋｕ

ｊａｎｅｎｄｅ(字は書く，本は読む，なにも不足は

ないよ）

ｓ１ｇｕｔｕＪｕｒｉ（仕事をする）

？aXtuki？wIXruri（朝起きる）

ｋ７ｉｎ？arojuri（着物を洗う）

ｋａＤｋｊｕｒｉ（ここへ来る）

(9)終止形３

終止形３は通時的には「連用形十ｗＯｒｉｍＵ」

に遡ることができる。たとえば，肥kjun（書

く）はkakiworimu（書きをりむ）から成立

している。

ｄｚＩＸｋａｋｊｕｎ（字を書く）

ｄｚｌＺｋａｋｊｕｎｄｅ（字を書くね）

７antJ1hZjadziZkakjun（あの人は字を

書く）

？ａｒＩｇａｋａｋｊｕｎ（彼が書く）

ｗａＯｇａｋａｋｊｕｎｄｅ（私が書くね）

？aｒｉｇａｋａｋｊｕｎｓａｒｉ（彼が書くだろう）

ｎｕｎｔｓＩｍａ？ｊａＺｄａｔｉｋａｋａｋｊｕｎｄｏＸ？atａｎ

（なんとも言わなければ，書くところであった』

？ant6Xntanatudukjun（あの高さまでと

どく）
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（書く）はkakiworu（書きをる）から成立し

ているものと解される。その根拠としては次の

二点をあげることができる。

け）井之川方言では連体形語尾は普通－，であ

るが，時には接尾する形式によっては，促音化

してあらわれる場合もある（用例参照）。

(ﾛ）奄美・沖繩方言の全般の特徴であるが，係

結びの語尾が－ｒｕであること。

井之川方言においても，連体形は終止形３

と全く同じ形である。kakjun（書く）に例を

とれば，終止形３，連体形ともにkakjunで

ある。そこで，連体形の成立を考察するにあた

っても，まずは終止形３と関連づけてみるのが普

通であろう。前述したように，終止形3kakjun

（書く）はｋａｋｉｗｏｒｉｍｕ（書きをりむ）から成

立しているものと解される｡では，連体形もｋａ－

ｋｉｗｏｒｉｍｕから成立しているとみなせないもの

なのかどうか。もし，kakiworimuから成立し

ているものだとするならば，kakiworimuか

ら連体形kakjunへの変化は，音韻法則にもさ

からわずに説明できる。但し，語尾が促音化す

る連体形，たとえばkakjukkajaZ（書くかし

ら）のkakjukの説明が苦しくなる。kakiwo-

rimuがkakjukとなることは音韻法則上かな

りむずかしい。

一方，井之川方言の係結形はkakjuruである。

kakjuruは井之川方言では，ｎｕＺｇａ（どうし

て）の結びであるが，他の奄美・沖繩方言では

ほとんどｄｕ（ぞ）の結びである。連体形と血（

ぞ）の結びである係結形は国語の文語文法でも

そうであるように，やはり密接な関係があろう。

係結形kakjuruはkakjworu（書きおる）か

ら成立している。そして，連体形kakjumka-

kjukもkakiworuから成立している蓋然`性が

高い。ｋａｋｉｗｏｒｕが接尾形式によってはｋａｋ－

k7uOgjunJe（結ぶのか）

kuJJunJe（殺すのか）

tatJun（立つのか）

tubjunJe（飛ぶのか）

ts?uｍｂｊｕｎＪｅ（包むのか）

ｎｌｍｂｊｕｎＪｅ（眠るのか）

kambjunJe（被るのか）

jｕｍｊｕｎｊｅ（読むのか）

kａｍｊｕｎＪｅ（食べるのか）

turunJe（取るのか）

karunJe（刈るのか）

?abIrunJe（呼ぶのか）

kIrunJe（蹴るのか）

?ｗｌＸｒｕｎＪｅ（起きるのか）

hantirunJe（落ちるのか）

７ukIrunje（受けるのか）

？agIrunJe（上げるのか）

k?ibarunJe（働くのか）

k７ｉｒｕｎｊｅ（切るのか）

k?iｒｕｎＪｅ（着るのか）

？ｍｏＺｒｕｎＪｅ（いらっしゃるのか）

ｊｉｒｕｎＪｅ（坐るのか）

warojunJe（笑うのか）

７arojunJe（洗うのか）

?uｍｏｊｕｎＪｅ（思うのか）

ｋｏＸｊｕｎＪｅ（買うのか）

？jｕｎＪｅ（言うのか）

ｎｊｕｎＪｅ（煮るのか）

ｎｊｕｎＪｅ（見るのか）

ｗｕｎＪｅ（居るのか）

７aｎＪｅ（有るのか）

ｋｊｕｎＪｅ（来るのか）

⑩連体形

連体形は通時的には｢連用形十ｗｏｒｕ（居る）」

に遡りえるものと解される。たとえば,kakjun
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junまたはkakjukとなることは音韻法則的

にも妥当性がある。

では，同じkakiworuから成立していながら，

なぜ係結形はｋａｋｊｕｎとならず，ほぼ原形と同

じkakjuruであるのかという問題がある。これ

はやはり係りという働きによるものであると解

される。すなわち，係助詞および疑問詞による

係りは文末の陳述に強力にかかっていく。その

係りの力は，当然文末の結びの形をも拘束する

であろう。係結形の語尾が－ｒｕで，－，となら

ない理由もそこにあるものと解される。ただし，

係りの力が次第にゆるんできている方言では，

－ru語尾も－，語尾へ変化している。たとえば，

湯湾。古仁屋方言などでは,ｄｕ（ぞ）があっ

ても－，語尾で結ぶ場合がある。これは－ｍ

が－，に変化したものであろう。

湯湾方言？atjadukjuZn（明日ぞ来る。明

日来る）

古仁屋方言ｄ５ｉＸｄｕｋａｋｊｕｎ（字を書く）

以下，井之川方言の連体形の用例を示す。

ｋａｋｊｕｎｔＪ７ｈＸｊａｔａＯｇａ（書く人は誰か）

ｋａｋｊｕｍｍｕｎｊａｎｕＺｇａ（書くものはなにか）

waOgakakjunnag6mattJurI（私が書く

間待っておれ）

dzIzkakjuOkagiridarirun（字を書くた

びに疲れる）

ｄｚｌＸｋａｋｊｕｎｎＭｋａｋａｋ６（字を書くのな

ら書け）

ｗａＤｇａｋａｋｊｕＯｋＩＺ？ｊａＸｊａｋａｋｉｎａ

（私が書くから君は書くな）

kakjunhamb6（書くらしい）

ｓｌｇｕｔｕＪｕｎｔＪ７ｈＸｊａｋａＯｋｕＸ（仕事をする

人はここへ来い）

ｋｕｎ？ｊｕＸｊａ？iｋｊａｓａｍｂ６ｊｕＤｇａ（この魚

はいくらばかりするか）

turinutubjunganM（鳥が飛ぶみたいだ）

Ｆ６ＸｋｕｔｕｒｕｍｍｕＤｇａ（早く取る方のものだ）

?atJa？ｗＩＸｒｕｎｔＪ７ｕｊａｔａＯｇａ（明日起きる

人は誰だ）

k?ibaruntJhxjawuran（働く人はいない）

?ａｎｔＪ７ｕＸｎＩｓｉｋ?ibarunbI?ｈｊａｗｕｒａｎ

（あの人のように働く人はいない）

７jaXdaXkatJi7ikjuOga（君はどこへ行く

のか）

ｗａｍｍａ？ikjuOld？ｊａｍｍａｋｕＺ（私も

行くから，君も来い）

７aｒｏｊｕｍｍｕｎｊａｎｕＸｇａ（洗うものはなにか）

？uｊａｎｕ７ｊｕＤｇａｎｌｓＩｓｌ（親の言うように

しなさい）

ｄａｘｎａ？aＯｇａ（どこにあるのか）

ｋａ９ｋｊｕｎｔＪ７ｈＸｊａｔａＯｇａ（ここへ来る人

は誰か）

７ｕｔｔｕｊａ？itsikjuOgajaX（弟はいつくる

のかしら）

連体形語尾は，次のように促音化してあらわ

れる場合もある。

７aｒｉｊａ７ｉｋｊｕｋｋａｊａＸ（彼はいくかしら）

？aｔｓａｋｊｕｓｓａ（明日来るさ）

⑪係結形

係結形は前述したように，「連用形十ｗｏｒｕ

（をる）」に遡ることができる。たとえば，

kakjuru（書く）はkakiworuから成立して

いる。

nuzgakunnadzixkakjuru（どうしてここ

に字を書くのか）

nuXgakugjuru（どうして漕ぐのか）

ｎｕｘｇａｋｕＪｊｕｒｕ（どうして殺すのか）

ｎｕＺｇａＪｕｒｕ（どうしてするのか）

nuXgatatJuru（どうして立つのか）

nuZgatubjuru（どうして飛ぶのか）
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れ）

kjuntanamattJurun（来るまで待っている）

７jａＯｇａｋａｋｊｕｂＩｋｉｄｅ（君が書くべきだ）

７ｊａＯｇａｔｕｒｕｂｌｋｉ（君が取るべき）

？jａＯｇａｋａｋｊｕｊａ（君が書くか）

kunna？ａＺｊａ（ここにあるのか）

ｋａｋｊｕｓＩｊａｊａｓｓａｎ（書くのはやすい）

ｗａＯｇａｋａｋｊｕｍｉ（私が書くか）

ｎａＸｓｌｇｕｔｕＪｕｍＩ（もう仕事するのか）

？jａＯｇａｔｕｒｕｍＩ（君が取るか）

ｎａｘ？wIzruml（もう起きるのか）

ｋｕｒｉ７ａｒｏｊｕｍｌ（これ洗うのか）

ｎａＸｋｊｕＸｍｆ（もう来るのか）

ｋｕｒｉｊａｔａＯｇａｋａｋｊｕ９ａ（これは誰が書

くか）

７arigakakjugajaZ（彼が書くだろうか）

ｓａｋｌｊａｊｕＺｎｕｍｊｕｓｌｇａｍａｔａｊｕＸｋ７ｉ－

barun（酒はよく飲むけれども，またよく働

く）

('､）助動詞ｔaｎ（た）narun（なる）に接す

る。

ｄｚＩＸｋａｋｊｕｔａｎ（字を書きたい）

7ｕｋｋａｎｎｕｊａｍｊｕＸｎａｔｉｋｊｕＺｊａｊｕｋｕｒｉ

（頭が痛いから今日は休む）

⑱その他の派生語幹を含む活用形

派生語幹は通時的には連用形にｗｕｒｉ（居る）

のｗｕ－が複合して成立したものである。その複

合したｗｕｒｉの部分が活用して，派生語幹系列

の活用形は形成される。すなわち，連用形に

ｗｏｒｉ（居る)が複合し，そのwuriの部分がふ

たたび活用するわけである。従って，理論的に

は，動詞ｗｕｒｉが備えている活用形は，派生語

幹系列にもあらわれるはずである。実際，古仁

屋方言では，動詞ｗｕｒ（居る）が備えている活

用形は，ほとんど派生語幹系列にもあらわれる。

ｎｕＺｇａｊｕｍｊｕｒｕ（どうして読むのか）

nuXgatururu（どうして取るのか）

nuXgak7iruru（どうして切るのか）

nuZga？ikjuru（どうして行くのか）

nuXgawarojuru（どうして笑うのか）

ｎｕＸｇａｋｏｘｊｕｒｕ（どうして買うのか）

nuZga7juru（どうして言うのか）

nuXganjuru（どうして見るのか）

ｎｕｘｇａｗｕｒｕ（どうしているのか）

nuZga7aru（どうしてあるのか）

nuX9akjuru（どうして来るのか）

⑫準体形

井之川方言の準体形は，連体形と同じように，

体言ｍｕｎ（もの）や終助詞ｇａ（か）ｇａｊａ（

かしら）等に接するところからみれば，連体形

語尾－，が脱落して成立したもののように解さ

れる。

(イ）体言に接する。

？iｋｊａｓＩｍｍａｋａｋｊｕｍｕｎｊａｘ（とても書くも

ものか）

ｋｕｒｉｇａｋａｋｊｕｈａｍｂ６（これが書くらしい。

ｈａｍｂ６は「塩梅」に対応するのではなかろう

かと解する）

（ロ）助詞ntana（まで）ｂｌｋｉ（べき）ｊａ

（か）ｓＩ（の）ｍｉ（か）ｇａ（か）ｇａｊａｘ（

かしら）ｓｌｇａ（けれども）等に接する。

ｗａＯｇａｋａｋｊｕｎｔａｎａ？ａｒｉｊａｋｕＸｄａｔａｎ

（私が書くまで彼は来なかった）

s1gutujuntanamattJurun（仕事をする

まで待っている）

７wIXruntanamattJuri（起きるまで待って

おれ）

ｔｓｉｋｉＯａｎａｓｌｎｕ？ａｇａｒｕｎｔａｎａｋ?ｉｂａｒｕｎ

（月が上がるまで働く）

７arojuntanamattJurl（洗うまで待ってお
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一方，徳之島井之川方言ではどうなっている

かをみると，今回の調査では，命令形２に相当

する派生語幹系列の命令形を見出しえただけで

ある。用例は次の通り。

７jaXjadzIXkakjur6（君は字を書きおれ）

？jaZjakugjure（君は漕いでおれ）

これらの活用形には（～しおれ）という「進

行」の意が認められる。

てくる）

？arotikara？ikjun（洗ってから行く）

？unnari7itsifwajJiri？aｔｉｍｍａｓＩｋａｒａ

ｇａｔｔｉｎｊａｎｅｎｄｅ（そんなに言って忘れでも

したら合点しないぞ）

ｋａｎｔｓ?ＩＸｋａｒａ？ikja（ここへ来てから行こ

う）

（１４１）「継続」の派生形式

接続形は，ｗｕｎ（居る）と複合して（～して

いる）を表わす派生形式を構成する。その複合

過程は次の通り。kakiteworimu(書きてをり

む）→katsIwun→katsun（書いている）。

katsun（書いている）はkakjun（書く）と

同様，終止形であり，活用する。その活用は動

詞ｗｕｎ（居る）の活用と同じである。また，

kakjun（書く）が「基本（～する）」を表わ

しているならば，これに対してkatsun（書い

ている）は「継続（～している）」を表わす。

なお，katsunにおけるｔｓはｔｓとｔｌの間をゆ

れ動いている。井之川方言においては，接続形

がｗｕｎ（居る）と複合するとき，その末尾にお

ける摩擦・破擦音は，ｓ，ｔｓ，ｄｚとI，ｔＬｄ５

の間をゆれ動いていることが観察される。

以下，「継続」の派生形式を，その終止形で

示す。

katsun（書いている）kudzun（漕いでい

いる）k7und5un（結んでいる）kuttsun（殺

している）Ｊｕｎ（している）moXriJun

（死んでいる）

tattsun（立っている）tudun（飛んでいる）

ｔｓ?Indun（包んでいる）nIndun（眠っている）

kandun（被っている）judun（読んでいる）

kadun（食べている）tutun（取っている）

katun（刈っている）？abitun（呼んでいる）

kItun（蹴っている）？wlZtun（起きている）

A音便語幹を含む活用形

⑭接続形

接続形は連用形にｔｅ（て）が複合して成立

したものである。なお，語幹末尾がｔ，ｄであ

る場合，語尾は普通ｉとなるが，時にはＩとな

る場合もある。たとえば，７wlxti（起きて）

は？wIxtYとなる場合もある。

７jａＸｊａｋａｔｓＩｍａｗａｎｊａｋａｋａｎ（君は

書いても，私は書かない）

ｄｚｌｋａｔｓｉ？moXrun（字を書いていらっしゃ

る）

dzlxkatsIkara？ikjun（字を書いてから

行く）

kunnadzIXkatsI？aｎｄｅ（ここに字が書い

てある）

ｓｌｇｕｔｕｓｌｋａｒａ？iｋｊａｄｅ（仕事をしてか

ら行こう）

moZrislja？iｋｊａｎｄｅ（死んではいけない

よ）

ｍａｔｓｌｍｂａｋｕＺｎ（待っても来ない）

？wlXtikara？ikjun（起きてから行く）

ＦｅＺｋｕ７ｗＩＺｔｉｍａｍａＸ？oXjan（早く起き

ても間に合わない）

tiOkarahantitikjun（天から落ちてくる）

kamIdzlntana？idzIkjun（亀津まで行っ
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sIttJusIga？iＺｊａｓａｎ（知っているが教

えてくれない）

k?Ｉｎｕｊｕｄａｎｕｋａｒｉｔｕｎ（木の枝が枯れて

いる）

？ujaninitJun（親に似ている）

mIdzlb6Xnudun（水ばかり飲んでいる）

７aｒｉｇａｔｕｍ６ＺｔｕｍｍｕｎｊａｎｕＸｇａ（彼が

さがしているものはなにか）

ｔｕｔｕｎｄｅ（取っているよ）

ｔｕｒａｎｔｓｌ７ｉｔＪａｓＩｇａｔｕｔｕｎｄｏＺ（取らな

いと言ったけれども取っているよ）

（１４２）「完了」の派生形式

接続形は，また？aｎ（ある）と複合して（～

した）を表わす派生形式を構成する。その複合

過程は次の通り。kakitearimu（書きてあり

む）→kakitarimu→kakitan→katsan（書

いた）。このkatsanもkakjun（書く）ka-

tsun(書いている）と同様，終止形であり，活

用する。その活用は動詞？aｎ（ある）の活用と

ほぼ同じである。また，kakjun（書く）

katsun（書いている）がそれぞれ「基本」

「継続」を表わすのに対し，katsanは「完了

(～した）」を表わす。接続形が？aｎ（ある）と

複合する際に，その末尾における摩擦・破擦音

がｓ，ｔｓ，ｄｚとＪ,ｔＬｄ５の問をゆれ動くのは，

katsun（書いている）の場合と同様である。

以下，「完了」の派生形式を，その終止形で

示す。

katsan（書いた）kudzan（漕いだ）

k7und5an（結んだ）kuttsan（殺した）

ｓaｎ（した）moZrisan（死んだ）

tattsan（立った）tudan（飛んだ）

ts7Indan（包んだ）nIndan（眠った）

kandan（被った）judan（読んだ）

kadan（食べた）tutan（取った）

hantitun（落ちている）？ukItun（受けてい

る）？agItun（上げている）ｋ?ibatun（働い

いてる）ｋ?itsun（切っている）？moXtlun

（ぃらしている）ｋ?itJun（着ている）jitJun

（坐っている）？idzun（行っている）

７umoxtun（思っている）waroxtun（笑って

いる）？aroxtun（洗っている）？itJun（言っ

ている）nltJun（見ている）nltJufi（煮てい

る）tj1hn（来ている）

なお，ｗｕｎ（居る）？aｎ（ある）の「継続」

の派生形式は存しない。

次に，katsun（書いている）を例にとって，

「継続」の派生形式の活用を示す。

志向形katJura（書いていよう）

未然形katsura〈､〉（書いていない）

命令形，katsurl（書いておれ）

命令形２katsur6（書いておれ）

禁止形なし

連用形katsuri〈tJahan〉（書いていたい）

終止形，katsuri（書いている）

終止形２なし

終止形３ｋatsun（書いている）

連体形katsun〈tJ7u〉（書いている人）

係結形katsuru（書いている）

準体形katsu〈ｍＩ〉（書いているか）

接続形katsuti（書いていて）

条件形katsutika（書いておれば）

以上のように，ｗｕｎ（居る）の活用とほぼ同

じである。終止形３ｋatsunはkaXtsunと発音

される場合があり，他の活用形，たとえば志向

形，未然形，命令形，等もkaXtJurakaXtsura，

kaZtsuriなどと長母音をともなって発音され

る場合もある。

文中における用例を多少示すと，次の通り。

ｋａｔｓｕｎｄｅ（書いているよ）
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katan（刈った）？abItan（呼んだ）

kItan（蹴った）？wIZtan（起きた）

hantitan（落ちた）？ukitan（受けた）

７agItan（上げた）ｋ?ibatan（働いた）

ｋ７ｉｔａｎ（切った）？moxtsan（いらした）

k7itsan（着た）jitsan（坐った）

？idzan（行った）？umoXtan（思った）

waroxtan（笑った）？aroztan（洗った）

koXtan（買った）？itsaｎ（言った）

ｎ１ｔｓａｎ（見た）nItsan（煮た）

wutan（居た）？ataｎ（あった）

ｔｓａｎ（来た）

文中における用例は次の通りである。

dzIZkatsan（字を書いた）

？inoznati7maXr1tan（井之川で生れた）

FutariharitariJun（降ったり晴れたりす

る）

tJ7unlkariga7id5an（人を迎えに行った）

ｔｕｄｚＩ９ａｋ７ｉｎｕＸＦｕｎｌｓｌｎａＸｈａｋａｔｓｌ７ｉ－

ｄｚａｎ（妻が昨日舟で那覇へ行った）

７id5aritJariJun（行ったり来たりする）

７ikjuntsl？itsaｎ（行くと言った）

ｊｕｍＩＯｋｊａｎＩｔｓａｎ（夢など見た）

nrtJaXslgawakaradatan（見たけれども

わからなかった）

（１４３）「既存」の形式

接続形に？aｎ（ある）が接すると，（～して

ある）という意を表わす。前述の「完了」の派

生形式の場合は，接続形と？aｎ（ある）は複合

して派生形式を構成するが，この（～してある）

を表わす場合には，複合せず，接続形に？anが

接しているだけである。たとえば，kakite-

7arimu（書きてありむ）→katsI?a、（書い

てある）となる。沖繩方言，たとえば首里方言

では，この（～してある）を表わす場合にも，

接続形と？aｎ（ある）は複合して，katJezn（

書いてある）などのように派生形式を構成する。

この（～してある）を表わす形式は，意味上

のカテゴリーからすれば，「基本」「継続」

「完了」に対して「既存」を表わす。

以下，「既存」の形式を示すと，次の通り。

katsi7an（書いてある）kudzl7an（漕いで

ある）kundzI?a、（結んである）kuttsI7an

（殺してある）ｓＩ７ａｎ（してある）tattsl7an

（立ってある）ｔｕｄｉ７ａｎ（飛んである）ｔｓ?In-

di?a、（包んである）nindi7an（眠ってある）

kandi7an（被ってある）judi?aｎ（読んであ

る）kadi?aｎ（食べてある）tuti7an（取っ

てある）kati7an（刈ってある）

７abIti?aｎ（呼んである）klti?a、（蹴って

ある）？ｗｌＸｔｉ７ａｎ（起きてある）hantiti?ａｎ

（落ちてある）？ukIti7an（受けてある）

７agIti7an（上げてある）ｋ?ibati7an（働い

てある）K7itsI?aｎ（切ってある）？moXtsWan

（いらしてある）R7itsI?a、（着てある）

jitsif7an（坐ってある）？idzl7an（行ってあ

る）？umoZti?a、（思ってある）waroZti?ａｎ

（笑ってある）？aroxti7an（洗ってある）

koXti?a、（買ってある）？itsI?aｎ（言ってあ

る）nitsI?a、（見てある）nitsWan（煮てあ

る）wuti?a、（それと気付く前からいる）

？ati?aｎ（それと気付く前からある）

ｔｓ?Ｗaｎ（来てある）

⑮条件形

条件形は井之川方言では，接続形にｋａｒａ（

から）が接続して形成されているが，その末尾

のｋａｒａのｒａは,脱落して，ｋａとなる場合が

多い。たとえば，katsIkara（書けば）はｋａ－

ｔｓＩｋａとなる。

徳之島方言の条件形は，そのほとんどが井之
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川方言と同様の成立過程になり，奄美・沖繩方

言の中では一つの特徴を示している。

なお，井之川方言等のこの条件形は，先島宮

古方言の条件形kaldtika（書けば。大神方言）

等と深く関連しているのではなかろうかと解さ

れる。

以下，井之川方言の条件形の用例を示す。

ｗａＯｇａｋａｔｓｉｋａｎＩｔｓＩｎｒｉ（私が書いたら

見てごらん）

katslkajutaXn（書けばよい）

？jａＤｇａｋａｔｓｉｋａｗａＯｇａｊｕｍｊｕｎ（君が書

いたら私が読む）

７jaOgakatsIkajutaxhasIga（君が書い

たらよいのに）

katsIka7ikjandoz（書いたらいけないぞ）

katslkara7ikjande（書いたらいけないぞ）

sigutusIXkara？iｋｊａｎｄｅ（仕事をしたら

いけないぞ）

ｗａＪＪｉｒｉ７ａｘｔｉｍｍａｓＩｘｋａｒａｇａｔｔｉｎｊａ

ｎｅｎｄｅ（忘れでもしたら，合点しないぞ）

７natattslkaramaZ?oXjun（今立てば，間

に合うよ）

？aｍＩｎｕＦｕｔｉｋａｊａｍｉｒｕｎ（雨が降れば，や

める）

？ｗｌＺｔＩｋａｓｏＸｔｉ？ikjun（起きたらつれてい

く）

？agan7idzIkara7ind5ararun（あそこへ行

ったら，叱られるぞ）

？uOkjakatJi7idzIkarak7ikandoz（海

などへ行ったら許さないぞ）

７nakara7idzlkajutaXn（今から行けばよ

いのに）

？aroXtIka？iｋｊａｎｄｅ（洗ったらいけない）

？ｕｔｔｕ？atimawutikarasoXtikux（弟で

も居たらつれて来い）

kａｎｔｓ７Ｉｋａ７ｉｋｊａｎｄｅ（ここへ来たらいけ

ない）

７ａｒｉｇａｔｓ?Ikawakarun（彼が来れば，わ

かる）

形容詞の活用

1．活用の構造

井之川方言の形容詞の活用を，taxhan（高い）

を例にとって示すと，次のようになる。

連用形taXku〈narun〉（高くなる）

終止形，taxhari（高い）

終止形２taxhan（高い）

連体形taZhan〈ｓａｋｌ〉（高い酒）

係結形taXharu（高い）

準体形taxha〈ｍｌ〉（高いか）

接続形taxhati（高くて）

条件形taXhatika（高ければ）

上記活用形を語幹と語尾に分ける。その結果，

下記に示すように，形容詞にも「基本語幹」

「派生語幹」「音便語幹」の三種が認められる。

基本語幹

連用形ｔａｘ－ｋｕ

派生語幹

終止形，ｔａｘｈａ－ｒｉ

終止形２ｔａＸｈａ－ｎ

連体形ｔａｘｈａ－ｎ

係結形ｔａＸｈａ－ｒｕ

準体形ｔａｘｈａ－

音便語幹

接続形ｔａｚｈａｔ－ｉ

条件形ｔａＺｈａｔ－ｉｋａ

通時的には，基本語幹ｔａｘはｔａｋａ（高）に

さかのぼることができ，ｔａｋａ→ｔａｈａ→taxと

変化したものである。派生語幹taXhaはtaka-
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ｓａ（高さ）に？ari（ある）の？ａの部分が複

したものであり，音便語幹taxhatはtaka-

sari（高さあり）にｔｅ（て）の一部が複合し

て成立したものである。

形容詞の活用は連用形を除けば，動詞？ａｎ

（ある）の活用とほぼ同じである。

基本語幹

gａ

ａ

ｔｓｉ

ｅ

ｋｕ

ｕ

ｇｏ

ｓａ

Ｊｉ

音便語幹

ｇａｈａｔ

ａｈａｔ

ｔｓｉｈａｔ

ｅｈａｔ

ｋｕｈａｔ

ｕｈａｔ

ｇｏｈａｔ

ｓａｔ

ｈａｔ

派生語幹

ｇａｈａ

ａｈａ

ｔｓＩｈａ

ｅｈａ

ｋｕｈａ

ｕｈａ

ｇｏｈａ

ｓａ

ｈａ

第Ｉ類１ィ

１ロ

２

３

４イ

４ロ

５

第Ｈ類１

２

２．活用の分類

井之川方言の形容詞の活用を，その語幹末尾

の構造で分類すると，次のようになる。

音便語幹

ＣＶＣＶＣ

ＣＶＣ

基本語幹

第Ｉ類ｃｖ

第Ｈ類ＣＶ

派生語幹

ＣＶＣＶ

ＣＶ

３．活用表

以上の分類に基いて，井之川方言の形容詞の

活用表を示すと，第２表の通りとなる。

第２表以外で調査しえた形容詞の活用も示す

と次の通り。なお，動詞の場合と同様，それぞ

れが属して活用する分類番号も付す。

第Ｉ類・第１類は，その具体的な末尾音によ

って，さらに次のように分類される。

ａ、
Ｋ

、
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０
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ｒ
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ｒ

＋
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十
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ａ
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１
Ｋ
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１
，
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，
？
、
０
，
０
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８
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イ
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ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

ｔ
十
）
ｔ
ｔ
十
Ｕ
ｔ
十
〕
ｔ

１
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ

。
．
』
．
』
．
』
．
』
．
』
．
』
．
』
．
』

－
且

Ｊ
１

(１．１ィ)暗い

ｋ７ｕｒａｋｕ

ｋ?ｕｒａｈａｒｉ

ｋ?ｕｒａｈａｎ

ｋ?ｕｒａｈａｎ

ｋ?ｕｒａｈａｒｕ

ｋ７ｕｒａｈａ

ｋ７ｕｒａｈａｔｉ

ａ

・
Ｉ

ｕ
・
１
。
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ｎ
ｎ
ｒ

＋
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ｆ
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、
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ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
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Ｈ
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ｎ
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Ｋ
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Ｋ
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Ｋ
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Ｋ
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ｔ
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ｔ
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レ
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、

ａ

し 、
。
ｌｒ
ｎ
ｎ
ｒ

ｕ
。
Ｉ
・
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ｔ
ｔ

１
Ｋ
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Ｍ
Ｍ
Ｍ
旧
Ｍ
Ｍ
Ｍ

～
ノ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
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ａ
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ー
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ

ｌ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ

・
』
．
』
．
』
．
』
．
』
．
』
。
』
．
』

ご
ｌ

●

ｒ
し

連用形

終止形，

終止形２

連体形

係結形

準体形

接接形

条件形 ｋ?ｕｒａｈａｔｉｋａ

、０
Ｖ

；
１

ｕ
‐
し

ｒ
ｎ
ｎ
ｒ

美
加
畑
畑
Ｍ
Ｍ
肥

、
ノ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

ｒ
刊
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

１
▲
…
』
・
１
Ｊ
・
１
Ｊ
ｉ
ｊ
・
１
Ｊ
・
１
Ｊ

・
し
凪
Ｌ
凪
Ｌ
Ｋ
Ｌ
Ⅸ
Ｌ
Ｋ
Ｌ
Ｋ

ｒ
Ⅱ

グ
ｒ
、 （１．１ィ）忙しい

？ｉｓｕｇａｋｕ

？ｉｓｕｇａｈａｒｉ

？ｉｓｕｇａｈａｎ

７ｉｓｕｇａｈａｎ

？iｓｕｇａｈａｒｕ

７ｉｓｕｇａｈａ

（１．１ィ)遅い

ｄｕｎｎａｋｕ

ｄｕｎｎａｈａｒｉ

ｄｕｎｎａｈａｎ

ｄｕｎｎａｈａｎ

ｄｕｎｎａｈａｒｕ

ｄｕｎｎａｈａ

１
２

形
形
形
形
形
形

用
止
止
体
結
体

連
終
終
連
係
準
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接続形

条件形

７iｓｕｇａｈａｔｉ

７ｉｓｕｇａｈａｔｉｋａ

kjurahati

kjurahatika

dｕｎｎａｈａｔｉ

ｄｕｎｎａｈａｔｉｋａ

、
ａ

０
Ｖ

し
凪

ｕ

暗
ｕ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

・
１

０
１
・
ｌ

ｒ
ｎ
ｎ
ｒ

し
し
＋
し

ロ
山
、
、
汕
巾
肋
、
、

１
△
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

・
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ

ノ
ー
１ （１．３）大きい

Ｆ６Ｘｋｕ

ＦｅＸｈａｒｉ

Ｆ６Ｚｈａｎ

ＦｅＺｈａｎ

Ｆ６Ｚｈａｒｕ

Ｆ６Ｘｈａ

ＦｅＺｈａｔｉ

Ｆ６Ｘｈａｔｉｋａ

（１．１ィ)涼しい

ｓｌｄａｋｕ

ｓｌｄａｈａｒｉ

ｓＩｄａｈａｎ

ｓＩｄａｈａｎ

ｓｉｄａｈａｒｕ

ｓｉｄａｈａ

ｓｌｄａｈａｔｉ

ｓｌｄａｈａｔｉｋａ

連用形

終止形，

終止形２

連体形

係結形

準体形

接続形

条件形

（１．４口)遠い

ｔｕＸｋｕ

ｔｕＺｈａｒｉ

ｔｕＺｈａｎ

ｔｕＸｈａｎ

ｔｕＸｈａｒｕ

ｔｕＸｈａ

ｔｕＺｈａｔｉ

ｔｕＺｈａｔｉｋａ

(１．４ィ)重い

７ｕｂｕｋｕ

７ｕｂｕｈａｒｉ

７ｕｂｕｈａｎ

７ｕｂｕｈａｎ

７ｕｂｕｈａｒｕ

７ｕｂｕｈａ

７ｕｂｕｈａｔｉ

７ｕｂｕｈａｔｉｋａ

(１．４ィ)軽い

ｇａｒｕｋｕ

ｇａｒｕｈａｒｉ

ｇａｒｕｈａｎ

ｇａｒｕｈａｎ

ｇａｒｕｈａｒｕ

ｇａｒｕｈａ

ｇａｒｕｈａｔｉ

ｇａｒｕｈａｔｉｋａ

連用形

終止形，

終止形２

連体形

係結形

準体形

接続形

条件形

４活用形の用例

以下，各活用形の用例を示す。

（１．５）こわい

？ｕｔｏｒｏｋｕ

？ｕｔｏｒｏｈａｒｉ

７ｕｔｏｒｏｈａｎ

７ｕｔｏｒｏｈａｎ

ｍｔｏｒｏｈａｒｕ

７ｕｔｏｒｏｈａ

７ｕｔｏｒｏｈａｔｉ

７ｕｔｏｒｏｈａｔｉｋａ

連用形

終止形，

終止形２

連体形

係結形

準体形

接続形

条件形

Ａ基本語幹を含む活用形

(1)連用形

連用形，たとえばtaxku（高く連用形，たとえばtaxku（高く）の古形は，

takaku(高く）であると推定される。

sinamunnudandantaXkunarun（品物が

だんだん高くなる）

hａｎｓＩｎｊａｔａＺｋｕｎｅｎ（芋は高くない）
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garuk6X（軽い）garukaX（軽い）

？ubuk6X（重い）？ubukaX（重い）

tJuxkijx（強い）tJuzkaz（強い）

tuxk6x（遠い）tuXkaz（遠い）

jugok6x（痒い）jugokaz（痒い）

７utorokeX（こわい）？utorokaX（こわい）

warukeZ（悪い）warukaX（悪い）

mldzlrakez（珍しい）mIdzIrakax（珍しい）

これらの形，たとえばtaxkez（高い）の古形

はtakakari（高かり）であると推定される。

takakariがｔａＺｋｅＺまたはｔａＸｋａＸとなった

ものと解される。この推定が正しければ，井之

川方言には，もとクアリ形の形容詞が存し，し

かもtal巴Lkariという，いわゆる終止形的なも

のが連体的にも用いられていたということにな

る。

？ugasIgaritaXkunen（そんなにまで高く

ない）

ｔａＸｋｕｍａｎｅＺｓＩｇａｋｏＸｊｕｎＬＩ７ｕｊａｗｕｒａ

ｎ（高くもないが，買う人はいない）

ｔａＸｋｕｎａｔｉｎａＸｋｏＸｊａｒａｎ（高くなって，

もう買えない）

？jeXnuga？jaXdunnakunataru（おい，

どうして君は遅くなったか）

Ｆｅｋｕｔｕｒｕｎ（早く取る）

ＦｅＺｋｕ７ｗＩＸｔｉｍａｍａＸ？oXjan（早く起き

ても間に合わない）

(2)その他の基本語幹を含む活用形

基本語幹を含む活用形は，第２表には示して

ないが，他に「連体形」がある。この連体形は

－ｋｅｘ，－kazの両語尾をとってあらわれる。

taxhan（高い）に例をとると次のようになる。

taXkeXton（高いところ）

taxkaxton（高いところ）

他の形容詞のも示すと，次のようになる。も

ちろん，体言ｔｏ、（ところ）ｍoｎ（もの)等に接

していく形である。

nagak6X（長い）nagakax（長い）

juwak6X（弱い）juwakaZ（弱い）

k7urakex（暗い）k7urakaz（暗い）

tsikak6x（近い）tslkakaX（近い）
O O

jutakijx（よし、）jutakax（よし、）

dunnaktjX（遅い）dunnakaZ（遅い）

kjurak6x（美しい）kjurakaz（美しい）

７isugak6Z（．忙しい）７isugakaZ（．忙しい）

sidEk6X（涼しい）sldakax（涼しい）

ｗａｘｋ６ｘ（若い）ｗａｚｋａｘ（若い）

７atslk6x（暑い）？atsikax（暑い）

Ｆ６Ｘｋ６Ｘ（早い）F6XkaZ（早い）

F6Xk6x（大きい）FeXkaZ（大きい）

sukuk6X（低い）sukukaX（低い）

A派生語幹を含む活用形

(3)終止形，

終止形，，たとえばtazhari（高い）の古形

は，takasaari（高さあり）であると推定さ

れる。

ｋｕｒｉｊａｔａＸｈａｒｉｊａ（これは高いか）

kurijanagahari（これは長い）

終止形，には，また次のように特殊な用法も

ある。

jamatujawaZhari7id5an（大和は若く行

った。大和は若い時に行った）

ｋａｍａｊａｎａｔｓｉｊａｓＩｄａｈａｒｉＦｕｊｕｊａｎｏ－

ｋｏｈａｒｉｎｕＺｍｂａ７ｊｕｍｍｕｎｎｅｎ（ここは，

夏は涼しく，冬は温かく，なにも言うことはな

い）

上記用例におけるｗａＺｈａｒｉ（若く）はどらか

といえば，連用形的用法であり，sldahari

（涼しく）nokohari（温かく）は連用形の中

－８９－
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止的用法のように解される。ただし，ここでは，

これらを連用形として別にすることをせず，終

止形，の特別な用法として記述しておく。

（３１）「ていねい」の派生形式

終止形，にjerun（です，ます）が複合して，

「ていねい」の派生形式を構成する。

taXharerunde（高いですよ）

na9aharerunde（長いですよ）

(4)終止形２

終止形２，たとえばtaXhan（高い）の古形

はtakasaarimu（高さありむ）であると推定

される。末尾の部分が－saarimu（さありむ）

から成立している。

ｋｕｎｓａｋＩｊａｔａＸｈａｎ（この酒は高い）

ｓａｋｉｊａｔａｘｈａｎ（酒は高い）

ｋｕｎｔｅＺｊｕｒｉｔａＸｈａｎ（この高さよりも高い）

ｄｉＯｇａｔａＸｈａＯｇａｊａＺ（どれが高いだろう）

？aｎ７ｊｕＸｊａｔａＸｈａｎｓａｒｉ（あの魚は高いだ

ろう）

tJuZhandox（強いぞ）

７iｎｔｕｍａｊａｕｔｕｄｉＯｇａｔＪｕＺｈａＯｇａ（犬

と猫とどれが強いか）

？jａｘｊａ７ａｒｉｊｕｒｉｄｏｋｕｈａｎ（君は彼より丈

夫である）

ｋｕｒｉｍｍａ？aｒｉｍｍａｊｕｔａｈａｎ（これもあれ

もよい）

？irujakjurahan（色は美しい）

？a、ｗｕｎａ９ｕｊａｊａＸｔｏＺｋｊｕｒａｈａｎｔｓｉｇ６Ｘ

ｎｅ、（あの女は大変美しいにちがいないよ）

(5)連体形

連体形，たとえばtaxhan（高い）の古形は

takasaaru（高さある）であると推定される。

末尾の部分が－saaru（さある）から成立して

いる。

ｔａＺｈａｎｓａｋｌｊａｋｏＺｊａｎ（高い酒は買わない）

nagahammun（長いもの）

F6XhantJ?ｕ（早い人）

ｗａｓｓａｎｔＪ７ｕ（悪い人）

mldzlrahammun（珍しいもの）

ｊｏＸｎｅＸｇａｔａｊａｓＩｇｏｒｏｈａｍｍｕｎｎａｔｉｓＩtu

katJi7id5iraran（夕方は寒いから外へは

出られない）

(6)係結形

係結形，たとえばtaXharu（高い）の古形は

takasaaru（高さある）であると推定される。

その末尾の部分は，連体形と同様，－saaru

（さある）から成立しているものと解されるが，

連体形語尾のように－，にならないで，そのま

ま－ｍの形をとどめたのは，やはり「係り」

という文法的職能によるものと解される。

ｎｕｘｇａｋａｓＩｇａｒｉｔａｘｈａｒｕ（どうしてそんな

に高いか）

ただし，次のような例もある。

ｎｕｘｇａｋａｓｌｇａｒｉｔａｘｈａＤｇａｊａ（どうしてそ

んなに高いかしら）

これはやはり井之川方言で１Ｍ係り」の働き

が次第に弱まり，それと同時に，－ｒｕ語尾が

－，語尾に変化していったものと解される。

(7)準体形

準体形は語尾の部分が脱落したものである。

ｔａｘｈａｓｌｊａ？ikjasamb6ga（高いのはど

れほどばかりか．高さはどれだけか）

ｔａｚｈａｍｉ（高いか）

ｔａＸｈａｂｅｓＩｓａｇａｒｉｊａｓａｎ（高<ばかり

して，低くはしない）

taxhajatsigojun（高さは違う）

taXhaslwakarun（高さでわかる）

ｔａＺｈａ？aｍｂｅ（高そうだ）

ｎｉｘｔａｘｈａｓＩ（値段を高くする）

－９０－
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kａｋａｓａｎ（書かさない）

kａｋａｓＩ（書かせなさい）

kａｋａｓ６Ｘ（書かせよ）

kａｋａｓＩｎａ（書かせるな）

kakasltJahan（書かせたい）

kakaserun（書かせます）

kａｋａｓｉ（書かせる）

kakasuri（書かせる）

kａｋａｓｕｍｍｕｎ（書かせるもの）

nuXgakakasuru（なぜ書かせるのか）

kａｋａｓｕｍｉ（書かせるのか）

kakasuntana（書かせる間）

kakasunnag6（書かせる間）

kakatsI（書かせて）

kakatJun（書かせている）

kakatJan（書かせた）

kakatsI7an（書かせてある）

kakatsIka（書かせば）

なお，ｓｕｎ（せる）等のｓｕ－はＪｕとも発音

される。

ｄｚＩＸｋａｋａＪｕｎ（字を書かせる）

ｋａｋａＪｕｒｉ（書かせる）

ｋａｋａＪｕｍｍｕｎ（書かせるもの）

ｋａｋａＪｕｍＩ（書かせるのか）

ｋａｋａＪｕｎｔａｎａ（書かせる問）

ｔａＺｈａｓＩｊａ（高くするのか）

？aｒｅｘｔａＸｈａＪｕＺｗａ（あれは高くするのか

しら）

taZhasaXdatikajutaXhasIga（高くしな

ければよいのに）

ｋｊｕｒａｈａｓａｊａ（美しいね）

ｊａＸｔｏＦ６ＸｈａｔａｈａＯｇｉ（もっと大きかった

でしょう）

(8)接続形

条件形，たとえばtaZhatika（高ければ）の

古形はtakasaaritekara（高さありてから）

であると推定される。末尾の部分が－saari

tekara（さありてから）D-hatikaraQ-ha

tikaと変化したものと解される。

taXhatikakoXjaran（高ければ買えない）

nagahatikatsikoinaran（長くて使えな

い）

？atslhatika（暑ければ）

wassatika（悪ければ）

助動詞

今回の調査で得られたいわゆる助動詞に相当

する形式を示す。

Ｌｓｕｎ（せる．使役）

ｄｚＩＺｋａｋａｓｕｎ（字を書かせる）

ｗａＸｍａｔａｓｕｎ（私を待たせる）

7aｒＩｔａｔａｓｕｎ（あれを立たせる）

ｄｚｌＸｊｕｍａｓｕｎ（字を読ませる）

７uttu7abIrasun（弟を呼ばせる）

ｓＭｎ?ukIrasun（試験を受けさせる）

tetsumaglrasun（鉄を曲げさせる）

ｔ１Ｘｍａｇ１ｒａｓｕｎ（手を曲げさせる）

hansInnjaXsun（芋を煮させる）

ｋａ９ｋｕＸｓｕｎ（ここへ来させる）

ｋａｋａｓａ（書かそう）

2.ｒｕｎ（れる。受身・可能）

tJ7hnnitambarun（人に頼まれる）

tJ7unnitasikIrarun（人に助けられる）

Ｆｕｎｌｋｕｇａｓａｒｕｎ（舟を漕がされる）

Funikugarun（舟を漕ぐことができる）

ｋｊｕｘｋａｒａ７ｗｉＸｒａｒｕｎ（今日から起きられる）

ｔｉＸＪｉｔｕｒａｒｕｎ（手でとることができる）

tJaZharuk7ibararun（１日中働くことがで

きる）

－９１－
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F６Ｚｋｕ７ｗｆＸｒａｒｕｎ（早く起きることができる）

?uidzI7ikjarun（泳いで行くことができる）

k７ＷａＸｋａｍｕｍｍａｎｊａＺｒｕｎ（小さいものも

みることができる）

kａｋａｒａ（書かれよう）

kａｋａｒａｎ（書かれない）

kａｋａｒｉ（書かれなさい）

kａｋａｒ６（書かれよ）

kａｋａｒＩｎａ（書かれるな）

kakaritJahan（書かれたい）

kａｋａｒＩ（書かれる）

kakaruri（書かれる）

kａｋａｒｕｍｍｕｎ（書かれるもの）

nuXgakakaruru（なぜ書かれるのか）

kａｋａｒｕｍＩ（書かれるのか）

kakaruntana（書かれる間）

kakarunnag6（書かれる間）

kakattI（書かれて）

kakattlun（書かれている）

kakattan（書かれた）

kakattI?aｎ（書かれてある）

kakattlka（書かれれば）

kakitJahatika（書きたければ）

4.jutahan（～しやすい.容易）

kundzIXjakakijutahan（この字は書き

やすいだろう）

ｋａｋｉｊｕｔａｈａｎｓａｒＩ（書きやすいだろう）

mukoXkatJi7ikijutahan（向こうへ行き

やすい）

kｕｎｄｚｉＸｊａｎＩＸｊｕｔａｈａｎ（この字は見やす

い）

kaOkiXjutahan（ここへ来やすい）

kakijutakunen（書きやすくない）

kakijutakunarun（書きやすくなる）

kakijutaharija（書きやすいか）

kakijutahammun（書きやすいもの）

ｎｕｘｇａ胆kijutaharu（なぜ書きやすいか）

kakijutahati（書きやすくて）

kakijutahatika（書きやすければ）

jutahanとほぼ同じ意味でjassan（～しや

すい）も用いられる。

kｕｎｄｚＩＸｊａｎｌＺｊａｓｓａｎ（この字は見やすい）

kakijassan（書きやすい）

kakijassansarI（書きやすいだろう）

kakijakkunarun（書きやすくなる）

kakijassarija（書きやすいか）

kakijassammun（書きやすいもの）

ｎｕＸｇａｋａｋｉｊａｓｓａｒｕ（なぜ書きやすいか）

3.tJahan（たい.願望）

dziXkakitJahan（字を書きたい）

dzIXkakitJahansarI（字を書きたいだろ

う）

Funlkugibjahan（舟を漕ぎたい）

sｕｍｕｔｓＹｎＩＺｔＪａｈａｎ（本をみたい）

ｋａｋｉｂｌａｋｕｎｅｎ（書きたくない）

kakitJakunarun（書きたくなる）

kakiblaharija（書きたいか）

kakiblahammun（書きたいもの）

ｎｕＸｇａｋａｋｉｔＪａｈａｒｕ（なぜ書きたいか）

kakitJahati（書きたくて）

5．gorohan（～しにくい．困難）

ｋｕｎｄｚｌＺｊａｋａｋｉｇａｒｏｈａｎ（この字は書き

にくい）

mukoXkatJi？iMgorohan（向こうへ行き

にくい）

ｋｕｎｄｚＩＸｊａｎｌＸｇｏｒｏｈａｎ（この字は見にく

い）
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g6hammun（書きそうなもの）

gekamun（書きそうなもの）

kakjugeharu（なぜ書きそうなのか）

gehati（書きそうで）

gehatika（書きそうなら）

kaOkiZgorohan（ここへ来にくい）

kakigorokunen（書きにくくない）

kakigorokunarun（書きにくくなる）

kakigorohansarl（書きにくいだろう）

kakigoroharija（書きにくいか）

kakigorohammun（書きにくいもの）

kakigorokamun（書きにくいもの）

nuXgakakigoroharu（なぜ書きにくいか）

kakigorohati（書きにくくて）

kakigorohatika（書きにくければ）

・
川
・
加
卯
・
ｍ
ｍ

ｋ
ｋ
Ｘ
ｋ
ｋ

ｍ
畑
皿
胞
胞

8．jerun（です，ます。ていねい）

jerunはそれが承ける形式と常に複合して

あらわれる。従って，助動詞というよりは，む

しろ派生接尾辞的なものである。

ｗａＯｇａｋａｋｅｒｕｎ（kakerun←ｋａｋｉｊｅｒｕｎ）

（私が書きます）

ｗａＯｇａｊｕｍｅｒｕｎ（jumerun←jumijerun）

（私が読みます）

ｗａＯｇａｋ?irerun（k7irerun一K?irijerun）

(私が着ます）

F6Xku7wiZrerun（７wiXrerun←7ｗＩＸｒｉ

ｊｅｒｕｎ）（早く起きます）

ｗａＯｇａ？ikerun（７ikerun←７ｉｋｉｊｅｒｕｎ）

（私が行きます）

6．nsoxrun（～しなさる。尊敬）

kakinsoXrun（お書きになる）

kakinsoXran（お書きにならない）

kakinsoXtJan（お書きになった）

「尊敬」を表わすには？ｍｏＺｒｕｎ（いらっし

ゃる）も用いられる。

dzIXkatsI7moZrun（字を書いていらっし

ゃる）

FunIkudzi？moXrun（舟を漕いでいらっし

ゃる）

simbunjudi7moXrun（新聞を読んでいら

っしゃる）

ｋｕｓａｔｕｔｉ？ｍｏＺｒｕｎ（草をとっていらっしや
◎

る）

9ｍ（ない。否定）

nａＺｎａｓａｎ（もうしない）

nｕｍｍａｔｕｒａｎ（なにも取らない）

nａｘｎａｎｊａＸｎ（もう見えない）

nａＸｎａｋｕＸｎ（もう来ない）

形容詞および形容詞型活用をする助動詞には

､e、（ない）がつく。

nagakunen（長くない）

kakitJakunen（書きたくない）

７．９chan（～しそうだ。様子）

dzlXkakjug6han（字を書きそうだ）

mukoZkatJi？ikjug6han（向こうへ行きそう

だ）

kａＯｋｊｕＸｇ６ｈａｎ（ここへ来そうだ）

kakjug6kunen（書きそうでない）

kakjug6kunarun（書きそうになる）

kakjug6hansarl（書きそうだろう）

kakjug6harija（書きそうか）

10.ｔaｎ（た。過去）

dzIZkakjutan（字を書きいた。字を書いて

いた）

kusaturutan（草を取りいた。草を取って
◎
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いた）

k7ibarutan（働きいた。働いていた）

７ｗｉＸｒｕｔａｎ（起きいた。起きていた）

11．ｄｌａ（だ。断定）

７aｒｉｊａＦｕｎＩｄＩａ（あれは舟だ）

７aｒｉｊａｓＩｍａｄｌａ（あれは島だ）

助動詞の相互承接

井之川方言の助動詞の相互承接を示すと，第３表の通りになる。

第３表助動詞の相互承接

以下，その例文を示す。

Ｌ第１類ｓｕｎ（せる）

ｓｕｎ（せる）は動詞の直後に位置する。

kakasun（書かせる）

jｕｍａｓｕｎ（読ませる）

jutahan（やすい）

gorohan（にくい）

第２類ｒｕｎ（れる）の次に位置するのが，第

３類のtJahan（たい）jutahan（やすい）

gorohan（にくい）である。uahanjutahan

gorohanの三者は同列で,相互に前後関係はな

い。

け'動詞ＥＩＩ藁:；
２．第２類ｒｕｎ（れる）

第１類ｓｕｎ（せる）の次に位置するのが

ｒｕｎ（れる）である。

(ｱ）動詞一ｒｕｎ

ｋａｋａｒｕｎ（書かれる）

７iｋｊａｒｕｎ（行かれる）

け）動詞一sun(せる）－ｒｕｎ

ｄｚＩＸｋａｋａｓａｔｔａｎ（字を書かされた）

ｊｕｍａｓａｒｕｎ（読まされる）

ｋａｋｉｔＪａｈａｎ（書きたい）

kakijutahan（書きやすい）

kakigorohan（書きにくい）

(ｲ）動詞一ｓｕｎ（せる）一切ahan

kakasltJahan（書かせたい）

ｊｕｍａｓＩｔＪａｈａｎ（読ませたい）3．第３類tJahan（たい）

－９４－

動詞

第１類第２類第３類第４類第５類第６類第７類第８類

使役受身願望尊敬様子ていねい否定過去

(可能）容易

困難

bjahan

(たい） 、

ｊｕｔａｈａｎｎｓｏＸｒｕｎｇ６ｈａｎＪｅｒｕｎ （ない）ｔａｎｓｕｎ ｒｕｎ

(せる）（れる）（やすい）（なさる）（そうだ）（ます゜です） ｎｅＸｎ

ｇｏｒｏｈａｎ （ない）

(にくい）

(た）
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kakinsoZrugehan（お書きになりそうだ）

juminsoZrug6han（お読になりそうだ）

(ｳ）動詞一ｒｕｎ（れる）－tJahan

kakaritJahan（書かれたい）

ｎｊａｚｒｉｕａｈａｎ（見られたい）

(ｪ）動詞一ｓｕｎ（せる）－ｒｕｎ（れる）

tJahan

kakasarItJahan（書かされたい）

ｊｕｍａｓａｒｉｔＪａｈａｎ（読まされたい）

６．第６類jerun（です。ます）

第５類g6han（そうだ）の次には，ｊｅ

が位置する。

け）動詞一jerun

kakerun（書きます）

？ikerun（行きます）

warojerun（笑います）

７arojerun（洗います）

(ｲ）動詞一ｓｕｎ（せる）－jerun

kakaJerun（書かせます）

ｊｕｍａＪｅｒｕｎ（読ませます）

(ｳ）動詞一ｒｕｎ（れる）一jerun

kakarerun（書かれます）

Ｊｕｍａｒｅｒｕｎ（読まれます）

㈲動詞[|雛+,!']…
kakitJaharerun（書きたいです）

kakijutaharerun（書きやすいです）

kakigoroharerun（書きにくいです）

(ｵ）動詞一nsoZrun（なさる）－jerun

i:黒::鯛::|鴬灘冤）
(力）動詞一gehan（そうだ）－jerun

Jｅｒｕｎ

４第４類ｎｓｏＸｒｕｎ（なさる）

第３類の助動詞の次には，nsoxrun（なさ

る）が位置する。

ｹ）動詞一nsoXrun

kakinsoxrun（お書きになる）

juminsoZrun（お読みになる）

け）動詞一ｓｕｎ（せる）－nsoXrun

kakasinsoXrun（書かせていらっしゃる）

ｊｕｍａｓｌｎｓｏＸｒｕｎ（読ませていらっしゃる）

ｔｕｒａｓｉｎｓｏＺｒｕｎ（取らせていらっしゃる）

(ｳ）動詞一ｒｕｎ（れる）－nsoxrun

kakarinsoXrun（書かれていらっしゃる）

５．第５類g6han（そうだ）

第４類ｎｓｏＺｒｕｎ（なさる）の次には，g6han

が位置する。

け）動詞一g6han

kakjugehan（書きそうだ）

ｊｕｍｊｕｇ６ｈａｎ（読みそうだ）

turug6han（取りそうだ）

㈹動詞L鱗ｆｌ１Ｉ｣…
kakitJahagehan（書きたさそうだ）

kakijutahagehan（書きやすそうだ）

kakigrohag6han（書きにくそうだ）

(ｳ）動詞一nsoZrun（なさる）－９chan

kakjugeharerun（お書きになりそうです）

jumjug6harerun（お読みになりそうです）

件）動詞一

E鮒昌,,']１１;w
kakitJahag6harerun（書きたさそうです）

Mkijutahageharerun（書きやすそうです）
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(ｸ）動詞一jerun（です，ます）－n

kakezran（書きません）

kugeZran（漕ぎません）

ｋｅｘｒａｎ（来ません）

㈹動詞一ｓｕｎ（せる）一jerun（です，ま

す）－ｎ

ｋａｋａＪｅＸｒａｎ（書かせません）

ｊｕｍａＪｅｘｒａｎ（読ませません）

P）動詞一ｒｕｎ（れる）－jerun（です，ます）

ｋａｋａｒｅｒａｎ（書かれません）

ｎＪａｘｒｅｒａｎ（見られません）

㈹動詞一

[鱗'１畳脹籠す'ヨ
kakiuaku7areran（書きたくありません）

kakijutaku7areran（書きやすくありま

せん）

kakigoroku7areran（書きにくくありま

せん）

し）動詞一gehan（そうだ）－jerun（ですう

ます）－ｎ

ｋａｋｊｕｇｅｋｕ？areran（書きそうでありませ

ん）

kakigorohagijharerun（書きにくそうです）

７．第７類、（ない）

ｎｅｎ（ない）

第６類jerun（です，ます）の次には，「否

定」を表わす、，ｎｅｎが位置する。

け）動詞一ｎ

ｋａｋａｎ（書かない）

ｊｕｍａｎ（読まない）

７iｋｊａｎ（行かない）

け)動詞一ｓｕｎ（せる）－ｎ

ｋａｋａｓａｎ（書かさない）

ｊｕｍａｓａｎ（読まさない）

(ｳ）動詞一ｒｕｎ（れる）－ｎ

ｋａｋａｒａｎ（書かれない）

ｊｕｍａｒａｎ（読まれない）

㈲動詞[１鱗トド'Ｔ
ｋａｋｉｎ｢aｋｕｎｅｎ（書きたくない）

kakijutakunen（書きやすくない）

kakigorokunen（書きにくくない）

(ｵ）動詞一nsoXrun（なさる）－ｎ

ｉ:繩:二::(二鑿匡測｜
(力）動詞－９６haｎ（そうだ）一ｎｅｎ

ｋａｋｊｕｇｅｋｕｎｅｎ（書きそうでない）

ｊｕｍｊｕｇｉｊｋｕｎｅｎ（読みそうでない）

ｔｕｒｕｇｅｋｕｎｅｎ（取りそうでない）

㈱動詞一nsoXrun（なさる）－gijhan（そ

うだ）－nen

kakinsoZrugijkunen（お書きになりそう

でない）

８．第８類ｔaｎ（た。過去）

第７類、（ない）ｎｅｎ（ない）の次には，

「過去」を現わすｔａｎが位置する。

け）動詞一ｔａｎ

ｋａｋｊｕｔａｎ（書きいた。書いていた）

ｊｕｍｊｕｔａｎ（読みいた。読んでいた）

け）動詞一ｓｕｎ（せる）一ｔａｎ

ｋａｋａｓｕｔａｎ（書かせいた。書かせていた）

ｊｕｍａｓｕｔａｎ（読ませいた。読ませていた）

－９６－

Hosei University Repository



け）動詞一ｒｕｎ（れる）－ｔａｎ

ｋａｋａｒｕｔａｎ（書かれいた。書かれていた）

ｔｕｒａｒｕｔａｎ（取られいた.取られていた）

㈲動詞[;雛),!']Ⅷ
ｋａｋｉｂｌａｈａｔａｎ（書きたかった）

ｋａｋｉｊｕｔａｈａｔａｎ（書きやすかった）

kakigorohatan（書きにくかった）

㈱動詞一nsoXru（なさる）－ｔａｎ

ｋａｋｉｎｓｏＺｒｕｔａｎ（お書きになっていた）

助動詞一gehan（そうだ）－ｔａｎ

ｋａｋｊｕｇｅｈａｔａｎ（書きそうだった）

件）動詞一jerun（です，ます）－tan

kakeZrutan（書いていました）

(ｸ）動詞－，（ない）－ｔａｎ

ｋａｋａｄａｔａｎ（書かなかった）

(ｹ）動詞一ｓｕｎ（せる）－，（ない）－ｔａｎ

ｋａｋａｓａｄａｔａｎ（書かさなかった）

(.）動詞一ｒｕｎ（れる）－，（ない）－ｔａｎ

ｌｃａｋａｒａｄａｔａｎ（書かれなかった）

け）動詞一

Ｂｉ緊拙,丁畝な川口Ⅲ
ｋａｋｉｔＪａｋｕｎｅＸｄａｔａｎ（書きたくなかった）

kakijutakuneXdatan（書きやすくなかっ

た）

ｋａｋｉｇｏｒｏｋｕｎ６ｘｄａｔａｎ（書きにくくなかっ

た）

し）動詞一nsoXrun（なさる）－，（ない）

ｋａｋｉｎｓｏＺｒａｄａｔａｎ（お書きにならなかった）

(ｽ）動詞一gehan（そうだ）－，（ない）－

liiIl……

悪二二iIlWjWij鰐蕊
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りそうでなかった）

9．尊敬表現

尊敬を表わすには，第４類のnsoXrun（なさ

る）以外に，動詞の？moXrun（いらっしゃる）

も用いられる。以下，その用例を示す。

Ａ肯定

ｋａｕｉ７ｍｏＸｒｕｎ（書いていらっしゃる）

kakatJi？moXrun（書かせていらっしゃる）

kakatti？moXrun（書かれていらっしゃる）

ｋａｋｉｂｊａｈａｓｌ７ｍｏＺｒｕｎ（書きたくしていら

っしゃる）

ｋａｋｉｊｕｔａｈａｓｆ？moxrun（書きやすくして

いらっしゃる）

ｋａｋｉｇｏｒｏｈａｓＩ？moZrun（書きにくくして

いらっしゃる）

Ａ否定

kabn7moZran（書いていらっしゃらない）

kakatJimoZran（書かせていらっしゃら

ない）

kakatti？ｍｏＸｒａｎ（書かれていらっしゃら

ない）

ｋａｋｉｈ｢ａｈａｓＩ？ｍｏＺｒａｎ（書きたくしてい

らっしゃらない）

kakijutahasI？ｍｏＸｒａｎ（書きやすくし

ていらっしゃらない）

ｋａｋｉｇｏｒｏｈａｓＩ７ｍｏＸｒａｎ（書きにくくし

いらっしゃらない）

Ａ肯定・過去

ｋａｕｉ？ｍｏＸｒｕｔａｎ（書いていらした）

ｋａｋａＵｉ？ｍｏＺｒｕｔａｎ（書かせていらした）

ｋａｋａｔｔｉ？ｍｏＺｒｕｔａｎ（書かれていらした）

kakib｢aｈａｓＩ７ｍｏＺｒｕｔａｎ（書きたくして

いらした）

kａｋｉｊｕｔａｈａｓＩ７ｍｏＺｒｕｔａｎ（書きやすく

していらした）

kakigorohasl？ｍｏＸｒｕｔａｎ（書きにくく

していらした）

Ａ否定・過去

kａｂｌｉ７ｍｏＸｒａｄａｔａｎ（書いていらっしゃら

なかった）

ｋａｋａｔＪｉ７ｍｏＸｒａｄａｔａｎ(書かせていらっし

ゃらなかった）

kａｋａｔｔｉ７ｍｏｘｒａｄａｔａｎ（書かれていらっ

しゃらなかった）

kａｋｉｔＪａｈａｓｉｉ７ｍｏＸｒａｄａｔａｎ（書きたくし

いらっしゃらなかった）

kakijutahasI？ｍｏｘｒａｄａｔａｎ（書きやす

くしていらっしゃらなかった）

kakigorohasI？ｍｏＸｒａｄａｔａｎ（書きにく

くしていらっしゃらなかった）

代名詞

井之川方言における代名詞は，次の通りであ

る。

Ｌ人称代名詞

Ａ第一人称

ｗａｘ（私）

ｗaｎ（私）

wakkja（私たち）

Ａ第二人称

７jax（君，おまえ）

？jaｎ（君，おまえ）

？uri（あなた）

７jakkja（君たち，おまえたち）

？uritaX（あなたたち）

ム第三人称

近称ｋｕｍｍｕｎ（このもの，こいつら）

ｋｕｒｉまたはｋｕｒｌ（これ）

kuntl7hX（この人，このかた）

ｋｕｍｍｕＯｋｊａ仁のものたち，こいつら）
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７arita（あれら）

不定称ｄiｎ（どれ）

ｎｕＸ（なに）

diOkjaZ（どれら）

〔場所〕近称ｋｕｍａ（ここ）

kunna（ここに）

kuma9kjaX（ここら）

中称７uｍａ（そこ）

７uma9kjax（そこら）

遠称？aｍａ（あそこ）

？amaOkjax（あそこら）

不定称ｄａｘ（どこ）

daxna（どこに）

ｄａＯｋｊａＸ（どこら）

〔方向〕近称ｋaｎ（ここへ）

中称７ugan（そちらへ）

遠称７agan（あちらへ）

不定称daXtsI（どこへ）

daXkatsI（どこへ）

〔開係〕近称ｋｕｎ〈ｍｕｎ〉（このくもの〉）

中称？u、〈ｍｕｎ〉（そのくもの〉）

遠称７ａｎ〈ｍｕｎ〉（あのくもの〉）

〔情態〕近称ｋａｓｌ〈ｓＩ〉(こうくする〉）

kaJJu〈ｍｕｎ〉（こんな〈もの〉）

中称７ugasiXsI>(そうくする〉）

７uJju〈ｍｕｎ〉(そんなくもの〉）

遠称？agasiXsi〉(ああ〈する〉）

７aJJu〈ｍｕｎ〉(あんなくもの〉）

不定称７ikjasiXsI〉（どうくする〉）

．７ikjaJu〈ｍｕｎ〉（どんなくもの〉）

以下，それらの用例を示す。

人称代名詞

ｗａＺｍｕｎ（私のものノ

ｗａＺｊａｋａｋａｒｕｎ（私は書くことができる）

ｗａｘｍａｔａｓｕｎ（私を待たせる）

kuritaX（これたら）

kuntJ7tl9kjax（この人たち，このかた
たち）

中称７uｍｍｕｎ（そのもの，そいつ）

７uriまたは？urI（それ）

？unbI7uZ（その人，そのかた）

７uｍｍｕ９ｋｊａＸ（そのものたち，そいつ

ら）

７uritaX（それたち）

？untJ7u9kjaZ（その人たち，そのかた
たち）

遠称？aｍｍｕｎ（あのもの，あいつ）

７ariまたは？arI（あれ）

７aｎｔｌ１ｈｚ（あの人，あのかた）

？ammu9kjaX（あのものたら，あいつ

ら）

？aritax（あれたち）

７anLih9kjaZ（あの人たち，あのかた

たち）

不定称ｄｉｍｍｕｎ（どのもの，どいつ）

ｔａｘ（誰）

ｔaｎ（誰）

ｄｉＭｊ?u：（どの人，どのかた）

ｄｉｍｍｕＤｋｊａＸ（どのものたち，ど

いつら）

takkjaz（誰たち）

ｄｉｎｔＪ?uDkjaX（どの人たち，どのか
たたち）

２．指示代名詞

人第三人称

〔事物〕近称ｋｕｒｉまたはｋｕｒＩ（これ）

kurita（これら）

中称７uriまたは？urI（それ）

７urita（それら）

遠称７ariまたは？arI（あれ）
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ｗａＯ９ａ？ikjun（私が行く）

wammamadzinnakama（私も一緒に食べ

よう）

wakkjaXjaXkatJi？iｋｊａ（私達の家に行こ

う）

wakkjaX9a？ikjun（私達が行く）

７jaZdaXkaUji？iｋｊｕ９ｇａ（君はどこへ行く

のか）

?jａＯｇａｔｕｒｕｍＩ（君が取るか）

７ｕｒｉｇａ？ｍｏＸｒｕｎＪｅ（あなたがいらっしゃ

るか）

kuriga7ikjun（これが行く）

７ｕｒｉ９ａ？ikjun（それが行く）

?aｒＩｎＭｋ７ｉｂａｒｕｎｔｊ１ｕｊａｗｕｒａｎ（彼の

ように働く人はいない）

?aｒｌｇａｔｕｍ６ＸｔｕｍｍｕｎｊａｎｕＸ９ａ（彼が

さがしているものはなにか）

７anbI?uＺｊａｄｚｌＺｋａｋｊｕｎ（あの人は字を書

く）

kｕｒｉｊａｔａＺｍｕＯｇａ（これは誰のものか）

ｔａＯｇａ？iｋｊｕ９９ａ（誰が行くか）

ｔａＯｇａｋａｋｊｕｇａ（誰が書くか）

指示代名詞

ｋｕｒｉｊａｎｕＸｇａ（これはなにかしら）

kuriwal巴LradatikanuXwakaruOga（こ

れわからないのに，なにがわかるか）

？urimmajutahan（それもよい）

？arimmajutahan（あれもよい）

ｄｉＯｇａｔＪｕＸｈａＯｇａ（どれが強いか）

ｌｍｒｉｄｏ？aｒｉｄｏｄｉ９ｇａ（これかあれかど

れか）

ｋｕｍａｊａｓＩｄａｈａｒｉ（ここは涼しい）

kunna？aｒｉｊａ（ここにあるのか）

ｋｕｎｎａｄｚＩＸｋａｋｉｎａ（ここに字を書くな）

？umajasIdahari（そこは涼しい）

７amajasIdahari（あそこは涼しい）

ｄｉｎｊａｄａＸｎａ？aＤｇａ（どれどこにあるの）

kａＤｋｕｘ（ここへ来い）

kａｎｔｓｌｋａｒａ７ｉｋｊａ（ここへ来てから行こう）

７agan？idzifkara？ind5ararun（あそこへ

行ったら叱られるぞ）

daZkatsI7ikjuOga（どこへ行くのか）

kun？jｕＸｊａ７ｉｋｊａｓａｍｂｉｊＺＪｕＯｇａ（この

魚はいくらばかりするか）

７ａｎＵ，uＸｊａｗｕｒａｎ（あの人はいない）

kａＪＪｕＤｋ７ｍｓＩｋａｎｅｎ（こんな着物しかない）

す麟言'宝:；親族名称…総称姉
::Ｉ繩麓｜｝I譽馴魁。

｝I蝋）

’１鮒f…）

i餓小巾…おば，

川M弟倣〃兄弟Ⅱ
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（姉）は目上の取扱いをうけない。

三人称

〔目上〕親族名称を用いるが，またkun-

tJ7hX（この人）？untjhX（その人）

７antl7uZ（あの人）も用ることがで

きる。ただし，ｋｕｒｉ（これ）？uri

（それ）？ａｒｉ（あれ）は用いること

ができない。ｋ?waXba（叔母）以

上が目上の取扱いをうける。

〔目下〕名前を用いるが，ｋｕｒｉ（これ）

７uri（それ）？ari（あれ）も用い

ることができる。tudzl（妻）以下

が目下の取扱いをうける。

Ａ「はい」の返事

呼ばれた時承諾の時

〔目上〕７ｏｚ７ｏｚ

〔目下〕Ｆ６ｘｉ？ｍ

呼ばれた時の？oZ（はい）は末尾の音調が高

くなる。反対に，承諾の時の？oｘ（はい）は末

尾の音調が下がる。

聯'奪い
三1Li瀧撫鯏雪
i:曹纐用川
…Ｍ仙川｡(お父さん｡ご露

……川｡(…ん｡ご琴ir

ii二鷲聲鰯二iで…M■

風'j;::(萬鰯鰯壽誠ナ
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